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知事の米国渡航中の行事結果について  

2024 年 5 月 31 日（金）午前、知事はアメリカ・カリフォルニア州で、Google 本

社を訪問し、スタートアップ支援担当ディレクターであるカレン・フィエスター氏

と面談し、今後、愛知県や STATION Aiとの具体的な連携について協議を進めていく

ことで合意しました。 

またNVIDIA
エヌビディア

本社を訪問し、スタートアップ支援プログラム責任者であるジェニー・

ホスキンス氏と面談し、STATION Aiとの連携に向け、前向きに協力していくことで

合意しました。 

午後には、スタンフォード大学を訪問し、米国・アジア技術管理センターのリチ

ャード・ダッシャー所長と面談し、STATION Aiの説明を行うとともにスタートアッ

プ支援について意見交換を行いました。 

続いて、Salesforce
セールスフォース

本社を訪問し、Salesforceイノベーションセンター・シニア

ディレクターであるロブ・ラム氏と面談し、今後の STATION Aiとの連携に向けて協

議を進めていくことで合意しました。 

 

１ Google訪問 

（担当課：海外連携推進課） 

（１）日時 

2024年 5月 31日（金）午前 9時 20分から午前 10時 30分まで 

（日本時間 6月 1日（土）午前 1時 20分から午前 2時 30分まで） 

（２）場所 

カリフォルニア州マウンテンビュー市 

（３）主な応対者 

カレン・フィエスター スタートアップ支援担当ディレクター 

（４）愛知県側出席者 

大村秀章知事 

（５）内容 

大村知事は、インターネット関連のサービスと製品を世界中で展開するととも

に、スタートアップ支援にも積極的に取り組んでいる Googleの本社を訪問しまし

た。 

大村知事からは、「愛知県は自動車産業をはじめ航空宇宙産業やロボット産業

などが集積する日本一の産業県であり、その産業集積を背景に、世界中からスタ

ートアップや事業会社を誘致し、スタートアップと事業会社などとのオープンイ

ノベーションの拡大に向けた独自のスタートアップ・エコシステムの形成を目指

す取組を進めている。」と、英語で紹介しました。 

また、「今年 10 月に予定している日本最大のスタートアップ支援拠点「STATION 

Ai」の開業に向けて、国内外の企業、銀行などの金融機関、スタートアップ支援機

関や大学等と連携関係を構築しており、Googleにも STATION Aiプロジェクトへ参
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加いただきたい。」と提案しました。 

続いて、フィエスター氏から Googleが行っているスタートアップ支援事業等に

ついて説明があるとともに、大村知事からの提案に対して、フィエスター氏から

は、「愛知県や STATION Aiへの協力について今後検討していきたい。」との発言

があり、今後の連携について両者で協議を進めていくことで合意しました。 

また、Googleの女性起業家支援の取組説明を受けて、大村知事は、「愛知県で

も女性起業家の支援を行っている。女性起業家支援の面でも、Google の取組を参

考にさせていただきたい。」と述べたところ、フィエスター氏から、「メンタリン

グのサポートなど、連携して取り組んでいきたい。」と発言がありました。 

 

  

意見交換の様子 Google 

フィエスターディレクターとの記念撮影 

   

２ NVIDIA訪問 

  （担当課：海外連携推進課） 

（１）日時 

2024年 5月 31日（金）午前 11時から午後 0時 30分まで 

（日本時間 6月 1日（土）午前 3時から午前 4時 30分まで） 

 

（２）場所 

【Google概要】 

設立：1998年 

代表者：CEOスンダー・ピチャイ 

会社概要： 

 1995年に、二人の創設者がスタンフォード大学在学中に検索エンジンの開発を共

同で始め、1998 年に 10 万ドルの投資を受けたことで法人化された。その後数年で

急成長を遂げ、現在の本社に移転した。 

 現在は検索エンジンのみならず、YouTube、Android、Gmailなど数百のプロダクト

を提供している。また、社会貢献を行う個人、団体への投資、災害地へのボランテ

ィアの派遣、持続可能な社会のためのイノベーションなどにも取り組んでいる。 

 時価総額は 2兆 469億ドルで、米国市場上場企業の中で第 4位。 

 日本においては、2001年に初の海外拠点として渋谷にオフィスを開設し、現在は

六本木にもオフィスを構えている。 
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カリフォルニア州サンタクララ市 

（３）主な応対者 

ジェフリー・リーベン 国際 AI事業ディレクター 

ジャック・ダールグレン EBCデモプロデューサー 

ジェニー・ホスキンス スタートアップ支援プログラムリーダー 

（４）愛知県側出席者 

大村秀章知事 

（５）内容 

大村知事は、カリフォルニア州サンタクララ市に本社を置く半導体メーカー

NVIDIAを訪問しました。 

始めに、リーベン氏及びダールグレン氏から、NVIDIA が現在進めている AI 関

連のプロジェクトや、製品のデモユニットに関する紹介がありました。 

次に、大村知事から、「愛知県は自動車産業をはじめ航空宇宙産業やロボット

産業などが集積する日本一の産業県であり、その産業集積を背景に、世界中から

スタートアップや事業会社を誘致し、スタートアップと事業会社などとのオープ

ンイノベーションの拡大に向けた独自のスタートアップ・エコシステムの形成を

目指す取組を進めている。」と、英語で紹介しました。 

また、「今年 10 月に予定している日本最大のスタートアップ支援拠点「STATION 

Ai」の開業に向けて、国内外の企業、スタートアップ支援機関や大学等と連携関係

を構築しており、NVIDIAとも連携を深めていきたい。今後、NVIDIAの日本法人を

通じて、愛知県や STATION Aiとの連携について協議していきたい。」と提案しま

した。 

続いて、リーベン氏及びホスキンス氏から、スタートアップがアクセスできる

データセンターの重要性や、NVIDIA が行っているスタートアップ支援事業につい

て説明があるとともに、大村知事からの提案に対して、「今後、STATION Aiプロ

ジェクトをサポートできるように協議を進めていきたい。」との発言があり、今後

の連携について両者で協議を進めていくことで合意しました。 

 

【NVIDIA概要】 

設立：1994年 

代表者：社長兼 CEOジェンスン・フアン 

会社概要： 

GPU（Graphics
グラフィックス

 Processing
プ ロ セ ッ シ ン グ

 Unit
ユニット

）に強みを持つ。GPUは、コンピュタゲームに代

表されるリアルタイム画像処理に特化した演算装置であり、2017 年に発売された

「Nintendo
ニ ン テ ン ド ー

 Switch
ス イ ッ チ

」を任天堂と共同開発した。 

自動運転分野において圧倒的な地位を占め、2019 年にトヨタ自動車子会社

「 T R I
ティーアールアイ

- A D
エーディー

（現Woven
ウーブン

 by
バイ

 Toyota
ト ヨ タ

）」と提携を発表。 

従業員：約 14,000人 

時価総額：2兆 760億ドル（米国市場上場企業のうち第 3位） 
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説明を受ける様子 意見交換 

  

記念撮影  

 

３ スタンフォード大学訪問 

（担当課：海外連携推進課） 

（１）日時 

2024年 5月 31日（金）午後 1時から午後 2時まで 

（日本時間 6月 1日（土）午前 5時から午前 6時まで） 

（２）場所 

カリフォルニア州スタンフォード市 

（３）応対者 

リチャード・ダッシャー 米国・アジア技術管理センター所長 

（４）愛知県側出席者 

大村秀章知事 

（５）内容 

大村知事は、シリコンバレーのスタートアップ・エコシステムの中心であるス

タンフォード大学を訪問し、スタートアップ支援に積極的に取り組んでいるダッ

シャー氏と面談しました。 

大村知事は、「愛知県は自動車産業をはじめ航空宇宙産業やロボット産業など

が集積する日本一の産業県であり、その産業集積を背景に、世界中からスタート

アップや事業会社を誘致し、スタートアップと事業会社などとのオープンイノベ

ーションの拡大に向けた独自のスタートアップ・エコシステムの形成を目指す取

組を進めている。」と紹介しました。 

また、大村知事は、「今年 10 月に予定している日本最大のスタートアップ支

援拠点「STATION Ai」の開業に向けて、国内外の企業、スタートアップ支援機関や
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大学等と連携関係を構築している。ダッシャー氏とも連携するとともに、スター

トアップ支援についてご助言をいただければありがたい。」と発言しました。 

ダッシャー氏からは、スタートアップ支援における人材育成や関係機関との情

報共有の重要性、スタートアップへの周知について示唆があるとともに、今後も、

愛知県とダッシャー氏とで、随時、相談・協力を進めていくことで合意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

STATION Aiについて説明をする様子 スタンフォード大学 

ダッシャー所長との記念撮影 

 

４ Salesforce訪問 

（担当課：海外連携推進課） 

（１）日時 

2024年 5月 31日（金）午後 3時 20分から午後 5時 10分まで 

（日本時間 6月 1日（土）午前 7時 20分から午前 9時 10分まで） 

（２）場所 

カリフォルニア州サンフランシスコ市 

（３）主な応対者 

ロブ・ラム Salesforceイノベーションセンター・シニアディレクター 

エミリー・ザオ Salesforceベンチャーズディレクター 

（４）愛知県側出席者 

大村秀章知事 

 

【スタンフォード大学概要】 

設立：1891年 

学生数：約 18,000人 

概要： 

イギリスの高等教育専門誌「タイムズ・ハイヤー・エデュケーション」が公表して

いる世界大学ランキング 2024で世界第 2位と高い評価を受けている総合大学。 

Googleやナイキ、ネットフリックス等の創業者を輩出し、スタートアップへの資金

提供も積極的に行っている。 
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（５）内容 

大村知事は、カリフォルニア州サンフランシスコ市に本社を置く Salesforceを

訪問しました。 

大村知事からは、「愛知県は自動車産業をはじめ航空宇宙産業やロボット産業

などが集積する日本一の産業県であり、その産業集積を背景に、世界中からスタ

ートアップや事業会社を誘致し、スタートアップと事業会社などとのオープンイ

ノベーションの拡大に向けた独自のスタートアップ・エコシステムの形成を目指

す取組を進めている。」と、英語で紹介しました。 

また、「今年 10月に予定している日本最大のスタートアップ支援拠点「STATION 

Ai」の開業に向けて、国内外の企業、スタートアップ支援機関や大学等と連携関係

を構築しており、Salesforceとも連携を深めていきたい。是非、STATION Aiプロ

ジェクトに参画してもらい、スタートアップと日々情報交換することで、スター

トアップとイノベーションをリードしてほしい。」と話しました。 

それに対して、ザオ氏からは、「Salesforceは、フランスの STATION Fと連携

しており、今後、Salesforceと STATION Aiの連携についても協議していきたい。」

との発言がありました。 

その他、Salesforce のベンチャー支援に関する取組や IT を活用した地域貢献

事業などについて説明を受けました。 

 

【Salesforce概要】 

設立：1999年 

代表者：会長兼 CEO マーク・ベニオフ 

会社概要： 

顧客関係管理ソリューションを中心としたクラウド型ソフトウェアを提供。世界

中で 15万社以上がサービスを利用しており、この分野で世界シェアは第 1位。日本

国内のシェアは約 60％を占めている。 

 

  

STATION Aiについて説明する様子 Salesforceラムディレクター 

との記念撮影 

 


